


いなわしろ議会だより 183号 いなわしろ議会だより 183号

【
審
議
し
た
主
な
議
案
】

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
）

 

町
債
で
６
５
０
万
円
減

が
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方

交
付
税
の
４
億
２
０
９
２

万
円
増
、
地
方
消
費
税
交

付
金
の
３
３
７
８
万
円
増

や
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
６
９
８
万
６
千
円

増
な
ど
に
伴
い
、
総
額
で

４
億
３
９
１
５
万
円
の
増

額
計
上
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

　

地
方
交
付
税
の
特
別
交

付
税
が
４
億
２
０
０
９
万

円
の
増
額
補
正
だ
が
、
特

別
交
付
税
は
目
的
が
あ
っ

て
の
交
付
に
な
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

　

地
域
力
創
造
の
た
め
の

外
部
人
材
活
用
に
要
し
た

経
費
や
、
さ
ら
に
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
要
す

る
経
費
、
多
面
的
機
能
支

払
環
境
保
全
向
上
対
策
に

関
す
る
経
費
が
増
額
と
な

り
、
ま
た
、
大
雪
の
農
業

災
害
特
別
対
策
事
業
に
係

る
経
費
が
追
加
財
政
需
要

と
し
て
算
入
さ
れ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

優
良
堆
肥
製
造
施
設
の

ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
が
老
朽
化

に
よ
り
使
用
に
堪
え
難
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
ホ
イ

ル
ロ
ー
ダ
畜
産
仕
様
１
台

を
取
得
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

　

畜
産
仕
様
と
い
う
こ
と

だ
が
、
通
常
仕
様
と
異
な

る
点
は
。

　

雪
や
土
砂
よ
り
も
軽
い

も
の
を
処
理
す
る
の
で
、

バ
ケ
ッ
ト
が
大
型
化
さ
れ

て
お
り
、
錆
を
防
ぐ
た
め

亜
鉛
メ
ッ
キ
処
理
が
バ

ケ
ッ
ト
等
に
施
さ
れ
て
い

る
。

国
民
健
康
保
険
税

　

条
例
の
一
部
改
正

 　

令
和
８
年
度
の
国
保
税

の
税
率
を
改
定
す
る
。

　

改
正
の
内
容
は
、
令
和

11
年
度
か
ら
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
県
内
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
税
水
準

の
統
一
を
見
据
え
な
が
ら
、

医
療
保
険
分
、
介
護
保
険

分
そ
れ
ぞ
れ
の
応
能
割
の

所
得
割
を
引
き
下
げ
る
一

方
で
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
は
据
え
置
き
と
す
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
分
の
応
能
割
と
応

益
割
が
新
設
さ
れ
る
。

　

な
お
、
税
率
の
改
正
は
、

県
か
ら
の
納
付
金
確
定
通

知
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
。

令
和
８
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

 　

上
記
条
例
の
と
お
り
、

県
か
ら
の
納
付
金
確
定
通

知
に
よ
り
そ
の
納
入
の
た

め
必
要
な
財
源
を
税
で
確

保
す
る
。

○
歳
入
（
納
付
い
た
だ
く

　

税
）
医
療
給
付
費
分
を

　

減
額
し
、
後
期
高
齢
者

　

支
援
金
分
・
介
護
納
付

　

金
分
・
子
ど
も
子
育
て

　

支
援
金
分
を
増
額
す
る
。

○
歳
出
（
県
へ
の
納
付
金
）

　

医
療
給
付
費
分
を
減
額

　

し
、
後
期
高
齢
者
支
援

　

金
等
分
・
介
護
納
付
金

　

分
・
子
ど
も
子
育
て
支

　

援
金
分
を
増
額
す
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
42

　

万
４
千
円
を
増
額
計
上

　

し
た
。

反
対
反
対
討
論
！

討
論
！

反
対
討
論
！

【
五
十
嵐
ミ
エ
子
】

　

国
民
健
康
保
険
税
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を

上
乗
せ
し
、
少
子
化
対
策

に
流
用
す
る
こ
と
は
、
公

的
医
療
保
険
の
目
的
か
ら

外
れ
て
い
る
。
子
育
て
支

援
は
国
庫
負
担
で
対
応
す

べ
き
。

令和８年度の国民健康保険税率が決定

国民健康保険 税率改正!!
　
令
和
８
年
第
４
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
報
告
１
件
、
令
和
７
年
度
繰
越
明
許
費

に
係
る
報
告
１
件
、
出
資
法
人
等
に
係
る
経
営
状
況
報
告
５
件
、
専
決
処
分
の
承
認
３
件
、

令
和
８
年
度
補
正
予
算
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、

財
産
の
取
得
３
件
、
猪
苗
代
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
12
件
。
追
加
議
案
と
し
て
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び
委
員
の
指
名
１
件
で
あ
り
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
、

承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
が
２
件
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
２
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

ああ  

らら  

まま  

しし

あ 

ら 

ま 

し

鼎泥

【
五
十
嵐
ミ
エ
子
】

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
と
同
じ
理
由

で
、
補
正
予
算
に
は
反
対

す
る
。 反

対
反
対
討
論
！

討
論
！

反
対
討
論
！

【参考】国民健康保険税率の比較

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

猪苗代町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 可決

令和８年度猪苗代町国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 可決

件　　　名 結果

【審議した議案と可決状況】

※賛成「○」、反対「×」、議長「議」、欠席「欠」同数の場合には議長が採決に加わる。

長
澤　
　

操

鈴

木　

元

関

沢

和

人

後

藤

公

男

五
十
嵐
ミ
エ
子

渡
辺
真
一
郎

瀧

田

勝

昭

星
野
あ
け
み

渡

部

一

登

大
高
佐
代
美

山

内

浩

二

長

友

海

夢

問答

問答

 令和８年度 令和７年度 比 較
応能割 所得割 4.51% 7.01% -2.50%

均等割 25,300円 25,300円 0円
平等割 16,600円 17,900円 -1,300円

応能割 所得割 2.71% 2.71% 0%
均等割 8,800円 8,800円 0円
平等割 6,400円 6,400円 0円

応能割 所得割 2.07% 2.16% -0.09%
均等割 10,000円 10,000円 0円
平等割 5,000円 5,000円 0円

応能割 所得割 0.3% ー （新設）
均等割 1,200円 ー （新設）

〃上乗せ分 100円 ー （新設）
平等割 800円 ー （新設）

医 療 保 険 分

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

介 護 保 険 分

子ども・子育て
支 援 金 分

応益割

応益割

応益割

応益割

 国民健康保険税の基礎課税に係る課税限度額 

低所得世帯に対する均等割額及び平等割額の減額措置に係る所得の判定基準 
 

区　分 令和８年度 令和７年度 増　減

基礎課税額 670,000円 660,000円 10,000円

 

区　分 令和８年度 令和７年度 増　減

５割減額の判定基準額 310,000円 305,000円 5,000円

２割減額の判定基準額 570,000円 560,000円 10,000円

 

 所得割率の推移 
所得税率(%)

医療 7.80
支援 2.89
介護 2.78
医療 6.92
支援 2.38
介護 2.01
医療 7.01
支援 2.71
介護 2.16
医療 4.51
支援 2.71
介護 2.07
子ども 0.30

年 度

R8

R5

R6

R7

 

あ
ら
ま
し

議
案
審
議

議
案
審
議



【提案理由】東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子どもたちの就学・修学

　を保障するため、令和９年度においても、全額国費で支援する「被災児童生徒就学支援

　等事業」の継続と、十分な就学支援に必要な予算確保を行うこと。

【提出先】復興大臣、文部科学大臣、総務大臣、財務大臣

【提案理由】地域の冬季観光産業と雇用を守り、スキー場の安定的な運営を支えるため、

　令和９年４月以降も、索道事業者がスキー場の整備に使用する圧雪車及び降雪機等の動

　力源に供する軽油について、本則税率の負担が生じないよう、国会及び政府関係機関に

　対して免税軽油制度の継続を求めること。

【提出先】財務大臣

いなわしろ議会だより 183号 いなわしろ議会だより 183号 摘擢

国の『被災児童生徒就学支援等事業交付金』による十分な就学支援
を要請する意見書

免税軽油制度の継続を求める意見書

委員会提出議案　総務文教常任委員会

あなたの声を審議しました
６月定例会で審議された　　　　　　の結果は次のとおりです。「請願」

 

【審議した議案と可決状況】 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 採択

免税軽油制度の継続を求める意見書提出に関する
請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 採択

※賛成「○」、反対「×」、議長「議」、欠席「欠」、同数の場合には議長が採決に加わる。

件　　　名
結
果

件　　　　名 付　託

請願者の氏名 委員会

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願

免税軽油制度の継続を求める意見書提出に係る請願

区分 審議結果

鈴木　元

紹介議員
氏 名

請願
第１号

総務文教
常任委員会

採択

請願
第2号

鈴木　元
総務文教

常任委員会
採択

長
澤　
　

操

鈴

木　

元

関

沢

和

人

後

藤

公

男

五
十
嵐
ミ
エ
子

渡
辺
真
一
郎

瀧

田

勝

昭

星
野
あ
け
み

渡

部

一

登

大
高
佐
代
美

山

内

浩

二

長

友

海

夢

福島県教職員組合　中央執行委員長　酒井　和紀

福島県教職員組合北会支部　支部長　渡部　栄一

株式会社DMCａｉｚｕ　代表取締役　遠藤　昭二

長治観光株式会社　代表取締役　鈴木　裕久

株式会社オーディエンスサービス　代表取締役　渡部　正人

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願

賛成全員　可決

賛成全員　可決

【
主
な
質
疑
】

　

議
長
を
除
く
11
名
の
委
員
で
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
補
予
算
・
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

歳
　
入

歳
　
出

令
和
８
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

《
寄
附
金
》

　

都
市
公
園
事
業
寄
附
金
77
万
円
は
、

用
途
を
指
定
し
た
寄
附
と
な
っ
て
い

る
が
、
利
害
関
係
は
あ
る
の
か
。

　

寄
附
者
の
方
が
都
市
公
園
を
見
て

整
備
が
必
要
と
し
て
寄
附
さ
れ
た
も

の
で
、
利
害
関
係
は
な
い
。

《
総
務
費
》

　

箕
輪
ス
キ
ー
場
が
再
開
に
至
ら
な

か
っ
た
が
、
企
画
費
２
９
７
万
円
の

弁
護
士
委
託
料
の
増
額
は
。

　

㈱
新
横
向
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
係
る

事
業
継
承
と
必
要
と
な
る
法
律
事
務
。

ま
た
、
増
資
・
減
資
に
係
る
業
務
、

決
算
等
の
費
用
で
あ
る
。

問答問答

　

弁
護
士
へ
の
成
功
報
酬
は
ど
の
時

点
で
発
生
す
る
の
か
。

　

弁
護
士
と
の
委
任
契
約
書
の
中
で
、

本
案
件
が
町
と
弁
護
士
が
認
め
た
時

に
支
払
う
と
し
て
い
る
。
契
約
期
間

内
に
解
決
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
新

契
約
期
間
に
繰
り
越
し
す
る
。

　

幸
野
区
公
会
堂
エ
ア
コ
ン
整
備
事

業
の
経
緯
は
。

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
つ
。
昨
年
８
月
に
県
か
ら
通
知
が

あ
り
、
各
行
政
区
に
通
知
を
行
い
、

幸
野
区
が
採
択
さ
れ
た
。

《
農
林
水
産
業
費
》

　

い
わ
は
し
館
西
側
外
壁
補
修
工
事

の
要
因
は
。

　

昨
年
11
月
に
振
興
公
社
か
ら
雨
漏

り
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
経
年
劣
化
に

よ
る
雨
漏
り
と
思
わ
れ
る
。

問答問答問答

《
商
工
費
》

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
観
光
誘
客
に
、

町
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
行
っ
た

経
緯
は
。

　

当
初
、
職
員
１
名
の
み
の
参
加

だ
っ
た
が
、
外
務
省
の
日
豪
友
好
協

力
基
本
条
約
五
十
周
年
事
業
の
認
定

を
受
け
、
猪
苗
代
町
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
を
実
施
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
大
使
館
の
一
等
書
記

官
や
、
日
豪
協
会
の
会
長
も
参
加
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
町
長
の
参
加
が
決

ま
っ
た
。

問答

《
教
育
費
》

　

重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り
、
学

校
給
食
の
代
替
と
し
て
弁
当
を
持
参

し
て
い
る
保
護
者
に
対
す
る
補
助
の

概
要
は
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
に
は
代
替
給
食
で
対
応
し
て
い

る
が
、
複
数
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り

学
校
給
食
の
代
替
と
し
て
毎
日
弁
当

を
持
参
し
て
い
る
保
護
者
に
対
す
る

補
助
で
あ
る
。

　

中
学
校
管
理
費
で
空
気
清
浄
機
を

配
備
す
る
経
緯
は
。

　

猪
苗
代
中
学
校
に
空
気
清
浄
機
13

台
配
備
を
予
定
し
て
い
る
。
３
月
に

学
校
教
育
施
設
へ
１
１
０
万
円
の
寄

附
金
が
あ
り
、
教
育
施
設
の
基
金
も

併
せ
て
活
用
し
配
備
す
る
。

問答問答

オーストラリアでのＰＲ

予
算
審
査
特
別
委
員
会

請
願
・

委
員
会
提
出
議
案
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一般質問

町政を問う

山内　浩二
保険料（税）水準の統一

五十嵐　ミエ子
農業振興

星野　あけみ
健康推進の施策

瀧田　勝昭
公共調達

渡部　一登
自治体ＤＸ推進の取組

渡辺　真一郎
ふるさと納税の手数料

大高　佐代美
教育

鈴木　元
鳥獣対策とジビエ活用

………………⑧
　

　　………………⑨
　

　　………………⑩

　　
………………⑪

　　
………………⑫

　　
………………⑬

　　
………………⑭

　　
………………⑮

○○○ 主な質問事項 ○○○

一般質問とは？
　議員が町の行政全般にわたり、事

務の執行状況や将来に対する方針を

聞き、疑問点をただすこと。

本町の質問時間は、答弁を含め６０

分以内で１問１答方式である。

　猪苗代町議会は、スマートフォン等

端末での閲覧ができるよう、YouTube

による配信をしています。

　各ページのＱＲコードをご利用くださ

い。Wi-Fi環境での利用をお勧めします。

Youtube配信中！

　
町
民
に
対
す
る
議
会
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
町
民

の
意
見
を
広
く
聴
き
、
政
策
提
言
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
年

度
は
地
区
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

　

５
月
15
日
18
時
30
分
よ
り
千
里
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
15
名
の
参
加
が
あ

り
、
報
告
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で

意
見
交
換
を
し
た
。
空
き
家
問
題
や

駅
前
開
発
な
ど
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

・
集
落
で
の
堤
防
を
機
械
で
草
刈
り

　

が
で
き
る
よ
う
に
堤
防
へ
の
道
を

　

作
っ
て
欲
し
い
。

・
今
後
、
学
校
が
統
合
に
な
れ
ば
地

　

域
に
学
校
が
無
く
な
り
、
寂
し
く

　

な
る
。
空
き
校
舎
の
使
い
方
、
不

　

登
校
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
集

　

ま
れ
る
場
所
に
。

・
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
る
た
め
、

　

ク
マ
対
策
と
し
て
も
第
二
小
学
校

　

の
周
り
の
環
境
整
備
が
望
ま
れ
る
。

・
猪
苗
代
駅
前
の
壊
れ
た
建
物
も
手

　

付
か
ず
の
ま
ま
の
状
態
。
何
か
方

　

法
は
な
い
の
か
。

・
空
き
家
の
活
用
方
法
が
必
要
だ
。

・
若
い
人
が
減
少
し
、
水
田
の
水
路

　

の
維
持
管
理
を
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数

　

で
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
区
の
負

　

担
で
の
水
路
の
維
持
は
難
し
く

　

な
っ
て
く
る
。

・
わ
が
集
落
で
は
空
き
家
が
４
軒
あ

　

り
、
２
軒
は
再
興
不
能
の
た
め
解

　

体
し
て
欲
し
い
。
残
り
２
軒
は
再

　

生
可
能
と
思
わ
れ
る
。
空
き
家
が

　

あ
る
と
町
内
の
雰
囲
気
も
良
く
な

　

い
の
で
、
入
居
者
を
探
す
な
ど
対

　

策
し
て
欲
し
い
。

・
各
地
区
の
課
題
の
聞
き
取
り
を
し

　

て
欲
し
い
。

・
た
だ
の
報
告
会
で
あ
っ
て
は
な
ら

　

な
い
。
行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。

第５回議会報告会を２地区で開催︕

千
里
地
区

　

５
月
30
日
18
時
30
分
よ
り
猪
苗
代

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
14
名
の
参
加
が
あ

り
、
報
告
後
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で

意
見
交
換
を
し
た
。
空
き
家
問
題
や

水
路
の
維
持
管
理
な
ど
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

猪
苗
代
地
区

定例会の報告

活発な意見交換

い
た
だ
い
た
ご
意
見
（
一
部
抜
粋
）

い
た
だ
い
た
ご
意
見
（
一
部
抜
粋
）

※この音声は猪苗代町議会の公式記録ではありません。

「猪苗代町農業委員会の
委員の任命につき同意を
求めることについて」

以下の 12名の方を適任と認め、全会一
致で同意しました。任期は令和８年７月２0
日から令和１１年７月１９日まで。

古川 正光 氏 （祢次）

渡部 信一 氏 （蟹沢・長浜）

吉田 博之 氏 （仁蔵）

佐藤 典男 氏 （小平潟）

五十嵐美春 氏 （東舘）

渡部 恒弘 氏 （小水沢）

本多まり子 氏 （土町）

石澤 房昭 氏 （西舘）

安達 壽人 氏 （打越）

鈴木 正晃 氏 （今泉）

丸山 之子 氏 （百目貫）

鈴木 康裕 氏 （行津桜川）

次回の議会報告会は
１１月　翁島地区・月輪地区

　　　 長瀬地区・吾妻地区

　
日時や場所が決まりましたら、

町のホームページ等でお知らせします。

一般会議募集します
　町民の希望に柔軟に対応するため、

町民と議員の意見や情報の交換の場

として一般会議を設置します。

　詳細につきましては、議会事務局

までお問い合わせください。

(TEL：0242-62-5666)

議
会
報
告
会

一
般
質
問
目
次
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委員会レポート委員会レポート

【
概　

要
】　

　

町
で
は
、
総
務
課
・
商
工
観
光

課
・
建
設
課
の
３
課
で
空
き
家
対

策
を
分
担
し
、
総
務
課
は
特
定
空

家
等
、
商
工
観
光
課
は
空
き
家
バ

ン
ク
や
移
住
定
住
施
策
、
建
設
課

は
空
き
家
改
修
等
支
援
事
業
等
を

担
当
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
と
と
も
に
空
き
家
の

増
加
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
空

き
家
数
は
平
成
28
年
度
調
査
時
か

ら
９
年
間
で
１
２
０
件
増
加
、
年

間
約
13
件
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

建
設
課
で
は
令
和
６
年
４
月
か

ら
「
空
き
家
改
修
等
支
援
事
業
」

を
開
始
し
、
空
き
家
の
改
修
、
除

却
、
状
況
調
査
に
対
す
る
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
か

ら
は
建
替
を
伴
わ
な
い
除
却
も
補

助
対
象
に
追
加
予
定
で
あ
る
。
事

業
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
建

築
士
会
へ
の
説
明
等
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
い
る
。

【
意　

見
】　

　

空
き
家
は
人
口
減
少
に
伴
い
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
、
防
災
・

景
観
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
・

移
住
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
空
き
家
改
修
等

支
援
事
業
が
県
外
移
住
者
を
中
心

支
援
事
業
が
県
外
移
住
者
を
中
心

に
活
用
さ
れ
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
方
で
、
空
き
家
対
策
の
所
管
が

３
課
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

分
か
り
づ
ら
い
面
が
あ
る
。
ま
ず

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
が

分
か
り
や
す
い
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。

　

年
間
約
13
件
ペ
ー
ス
で
空
き
家

が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

る
と
、
現
行
制
度
だ
け
で
は
将
来

的
な
増
加
に
対
応
し
き
れ
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
今
後
は
、
補
助
制

度
の
さ
ら
な
る
周
知
や
除
却
支
援

の
拡
充
な
ど
、
他
自
治
体
と
の
差

別
化
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

空き家対策（改修支援）

甜貼 いなわしろ議会だより 183号 いなわしろ議会だより 183号

総務文教常任委員会

【
概　

要
】　

　

本
年
度
の
町
税
歳
入
見
込
み
額

が
、
大
幅
に
増
額
し
て
い
た
た
め
、

昨
年
の
所
得
等
を
ど
う
見
込
ん
で

い
る
の
か
調
査
を
行
っ
た
。

　

町
民
税
は
、
個
人
所
得
を
割
合

で
み
る
と
一
番
多
い
の
が
給
与
所

得
で
、
74
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

昨
年
と
比
較
し
て
３
・
５
ポ
イ
ン

ト
の
増
だ
が
、
今
後
は
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
等
の
影
響
で
給

与
所
得
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

税
収
は
下
落
基
調
と
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
農
業
所
得
は
、
ひ
と
め

ぼ
れ
１
俵
の
買
取
価
格
が
上
昇
し

た
た
め
、
昨
年
度
の
所
得
の
割
合

が
１
・
５
％
に
対
し
て
今
年
度
は

７
・
５
％
と
な
り
、
６
ポ
イ
ン
ト

の
増
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
原
材
料
等
の
高
騰
の

影
響
で
、
花
き
や
畜
産
等
も
含
め

て
農
産
物
全
体
の
収
益
は
、
手
放

し
で
は
喜
べ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

法
人
税
の
業
種
別
で
は
、
米
価

高
騰
等
の
影
響
で
、
農
業
が
大
き

く
伸
び
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
前
年
と
同
様
、
金
融
業

に
伸
び
が
み
ら
れ
た
が
、
他
の
業

種
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
今
後
の
見

通
し
は
困
難
で
あ
る
。

　

固
定
資
産
税
の
家
屋
は
、
一
部

の
償
却
資
産
が
増
加
と
、
新
規
法

人
等
も
あ
り
総
額
で
は
増
加
と
見

込
ん
で
い
る
。

【
意　

見
】　

　

昨
年
、
顕
著
に
み
ら
れ
た
農
業

所
得
の
増
収
は
、
一
時
的
な
も
の

で
あ
っ
て
今
後
下
落
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
増
収
の
見

込
み
と
し
て
捉
え
な
い
と
考
え
る

こ
と
も
必
要
だ
。

　

ま
た
、
中
東
情
勢
の
影
響
で
、

よ
り
一
層
肥
料
、
農
薬
、
農
機
具

等
の
価
格
も
高
騰
し
て
い
く
の
も

目
に
見
え
て
い
る
。

　

な
お
、
税
金
の
未
納
者
に
対
し

て
は
、
今
後
も
要
因
を
分
析
し
、

徴
収
し
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

税収の見込み

空き家の適正な管理・活用等を目的に
作成した「猪苗代町空き家の手引き」

広報広聴常任委員会

〜
広
報
〜

　

議
会
だ
よ
り
１
８
２
号
編
集
で

は
、
一
般
質
問
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
視
聴
）
に
お
い
て

動
画
編
集
ソ
フ
ト
の
不
具
合
に
よ

り
音
声
の
み
の
掲
載
と
な
っ
た
。

　

「
わ
た
し
た
ち
の
町
」
で
は
、

学
校
よ
り
卒
業
間
近
で
あ
る
こ
と

か
ら
早
め
の
原
稿
依
頼
を
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
入
稿
直
前
に
表
紙
写
真

の
変
更
も
あ
り
課
題
が
残
っ
た
。

〜
第
５
回
議
会
報
告
会
〜

　

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
意　

見
】　

　

議
員
と
直
接
話
せ
る
機
会
と
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
る
皆
様
と
共

に
、
町
の
未
来
を
考
え
る
貴
重
な

時
間
と
な
っ
た
。

　

反
省
の
中
で
運
営
や
役
割
分

担
、
時
間
配
分
へ
の
意
見
が
あ
り
、

次
に
生
か
す
た
め
共
有
し
た
。

　

「
行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。

た
だ
の
報
告
会
で
終
わ
ら
せ
て
は

な
ら
な
い
。
」
と
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
今
後
の
議
会
活
動
の

取
組
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

〜
町
村
議
会
広
報
研
修
会
〜

　

７
月
１
日
、
郡
山
市
ビ
ッ
ク
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
の
研
修
会
に

参
加
し
た
。

　

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

員
な
ど
を
務
め
る
金
井
茂
樹
氏
を

講
師
に
迎
え
、
「
広
報
マ
イ
ン
ド

と
伝
わ
る
議
会
報
づ
く
り
」
と
題

し
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
は
議
会
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
猪
苗
代
町

議
会
だ
よ
り
も
ご
指
導
を
い
た
だ

い
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
地
域

住
民
に
議
会
の
制
度
・
仕
組
み
・

役
割
を
知
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に

は
議
会
の
活
動
を
理
解
・
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
、
広
報

誌
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

広報及び第５回議会報告会

議会改革特別委員会 委員会の設置及び委員の指名

広報研修

　

町
民
の
議
会
及
び
町
政
へ
の
理

解
と
関
心
が
高
ま
る
よ
う
、
議
会

を
挙
げ
て
、
よ
り
積
極
的
で
効
果

的
な
議
会
活
動
を
推
進
す
る
に
当

た
り
、
議
会
改
革
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
議
長
を
除
く
11
人
の
委

員
で
構
成
す
る
議
会
改
革
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
。

　

設
置
期
間
は
令
和
９
年
９
月
定

例
会
ま
で
と
し
た
。

【
委　

員
】

 　

長　

友　

海　

夢

　

 

山　

内　

浩　

二

　

 

大　

高　

佐
代
美

　

 

渡　

部　

一　

登

　

 

星　

野　

あ
け
み

　

 

渡　

辺　

真
一
郎

　

 

五
十
嵐　

ミ
エ
子

　

 

後　

藤　

公　

男

　

 

関　

沢　

和　

人

 

委員長
瀧　田　勝　昭

副委員長
鈴　木　　元

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト




